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子
ど
も
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火

災
は
、
人
目
に
付
き
に
く
い
場

所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
発

見
が
遅
れ
、
人
命
に
関
わ
る
大

き
な
火
災
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
次
の
よ
う
な

点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　●
 

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
、
子
ど
も

の
手
の
届
く
所
に
置
か
な
い

　●
 

子
ど
も
を
残
し
外
出
し
な
い

　●
 

子
ど
も
を
残
し
車
か
ら
離
れ

な
い
。

　●
 

子
ど
も
の
火
遊
び
を
見
掛
け

た
ら
、
注
意
し
て
や
め
さ
せ
る

　●
 

子
ど
も
だ
け
で
火
を
使
わ
せ

な
い

花
火
の
危
険
性
の
認
識
を

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
「
お
も

ち
ゃ
花
火
」
の
原
料
は
火
薬
で

す
。
大
人
が
付
き
添
い
、
注
意

書
や
使
用
法
を
よ
く
読
ん
で
必

ず
守
り
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　●
 

バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
す
る

　●
 

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

　●
 

燃
え
や
す
い
物
が
あ
る
場
所

で
は
や
ら
な
い

　●
 

火
が
衣
服
に
付
か
な
い
よ
う

に
注
意
す
る

　●
 

風
が
強
い
時
は
や
ら
な
い

　●
 

大
量
の
花
火
に
一
度
に
火
を

付
け
な
い

　●
 

必
ず
片
付
け
、
ご
み
は
持
ち

帰
る

　●
 

筒
も
の
の
花
火
は
火
が
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い

　●
 

夜
遅
く
、
音
の
大
き
い
花
火

は
や
ら
な
い

※
未
消
費
の
（
湿
気
た
）
花
火

を
処
分
す
る
場
合
は
、
十
分
水

に
つ
け
て
、
濡
れ
た
状
態
の
ま

ま
小
分
け
し
て
燃
え
る
ご
み
と

し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

水
難
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

　

夏
は
多
く
の
水
難
事
故
が
起

こ
る
季
節
で
す
。
「
水
辺
の
安

全　

カ
条
」
を
心
掛
け
て
水
難

１０
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
水
辺
の
安
全　

カ
条
」

１０

●１
 

必
ず
準
備
体
操
を
す
る

●２
 

飲
酒
時
、
疲
労
時
は
絶
対
に

泳
が
な
い

●３
 

水
に
対
し
油
断
や
過
信
を
し

な
い

●４
 

子
ど
も
だ
け
で
海
や
川
、
湖

な
ど
に
行
か
せ
な
い

●５
 

危
な
い
と
き
は
、
自
分
の
子

ど
も
以
外
で
も
注
意
す
る

●６
 

危
険
な
場
所
を
示
す
標
識
に

は
必
ず
従
う

●７
 

警
報
や
サ
イ
レ
ン
な
ど
が
鳴

っ
た
と
き
は
特
に
注
意
す
る

●８
 

事
故
を
目
撃
し
た
と
き
は
、大

声
で
周
り
に
知
ら
せ
、
助
け
を

求
め
る

●９
 

１
１
９
番
通
報
を
す
る
時
は
、

現
場
の
状
況
を
で
き
る
だ
け
詳

し
く
伝
え
る

�
救
命
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
、

心
肺
蘇
生
法
や
応
急
処
置
の
方

　
１０

法
を
身
に
付
け
る

水
難
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の

た
め
に

　

市
消
防
本
部
で
は
、
水
難
救

助
資
機
材
な
ど
を
使
用
し
た
訓

練
を
重
ね
、
素
早
く
適
切
な
救

助
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
万
全

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
救
助

隊
が
出
動
す
る
機
会
が
無
い
よ

う
に
、
水
辺
で
は
安
全
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
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ごごごごごごごごごごご
すすすすすすすすすすす
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担
当

子
ど
も
に
よ
る
火
災
に
つ
い
て　

消
防
本
部
予
防
課

1
0
4
6（
2
5
6
）2
1
8
7　

5
0
4
6（
2
5
6
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2
2
5

水
難
事
故
に
つ
い
て　

消
防
管
理
課

1
0
4
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5
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2
1
1　
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市の財産と負債（一般会計）
市の財産

増減額など平成３０年
３月３１日現在

平成２９年 
９月３０日現在区 分

▲２，０４６㎡９６７，９６４㎡９６５，９１８㎡土 地

５，２５４㎡２５４，２３２㎡２４８，９７８㎡建 物

１３億４，８０８万円３６億３９１万円２２億５，５８３万円基 金

４７万円２億６，２３５万円２億６，１８８万円有価証券など

市の負債

増減額平成３０年
３月３１日現在

平成２９年 
９月３０日現在区 分

１２億９，６５６万円２７２億１，６１４万円２５９億１，９５８万円市 債

▲３億４，７３４万円３億６，１１０万円７億８４４万円土地開発公社
の 借 入 金

特別会計および公営企業会計

公営企業会計の収入・支出の状況 （平成３０年３月３１日現在）

執行率
％

支出済額
千円

収入率
％

収入済額
千円

予算現額
千円区　　　　分

－－１００．９２，２４３，３３４２，２２２，８５６収益的収入

水道事業会計
９５．６１，９５１，６２３－－２，０４０，６５９収益的支出

－－９４．７４０１，２３８４２３，７６４資本的収入

７０．８８９０，０２５－－１，２５７，５３６資本的支出

－－９７．３２，７０１，９０３２，７７７，５０４収益的収入

公 共 下 水 道 
事 業 会 計

９７．５２，５２４，４６６－－２，５８９，４４９収益的支出

－－９２．９７５０，１３２８０７，３３１資本的収入

９７．４１，７９９，１１８－－１，８４７，８２７資本的支出

特別会計の歳入・歳出の状況 （平成３０年３月３１日現在）

執行率
％

支出済額
千円

収入率
％

収入済額
千円

予算現額
千円区　　　　分

９０．０１４，０５６，５６９８６．７１３，５４５，２６９１５，６１６，９６１国民健康保険事業特別会計

８６．５７，４５２，６０５８８．３７，６０６，７２２８，６１４，１１９介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

９５．２１，３８６，２３８９７．４１，４１８，２８４１，４５６，６０５後期高齢者医療保険事業特別会計

　

平
成　

年
度
下
半
期
（
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

２９

２９

１０

３０

　

日
）
の
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

３１

市　　税 

２０ ０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ １４０ １６０ １８０ ２００ 
（億円） 

歳入の状況 予算現額 
収入済額（収入率） 

４４６億５７５８万７千円 
３８７億５８６２万２千円（８６．８％） 

８３億４９５４万７千円 

２４億４０５２万４千円 
１７億１６８８万５千円（７０．３％） 

２１億９５２１万５千円 
２２億１７６万１千円（１００．３％） 

２１億６７８６万３千円 
１９億９９５４万３千円（９２．２％） 

１９億７１４９万４千円 
１９億９１５２万９千円（１０１．０％） 

５６億６９６６万６千円 
予算現額 
収入済額（収入率） 

５２億６８９万６千円（９１．８％） 

７２億６９６９万円（８７．１％） 

４１億９４２８万円 
１２億９９４５万４千円（３１．０％） 

２０ ０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ １４０ １６０ ２００ １８０ 
（億円） 

歳出の状況 予算現額 
支出済額（執行率） 

４４６億５７５８万７千円 

（平成３０年３月３１日現在） 

３９３億７１５１万８千円（８８．２％） 

予算現額 
支出済額（執行率） 

１９３億８３３３万９千円 
１８３億４５６５万９千円（９４．６％） 

１９６億４０４９万２千円 
１９０億６４３９万３千円（９７．１％） 

７４億２４３５万円 

４０億１５３０万５千円 
２８億６６３５万８千円（７１．４％） 

３２億４８４３万９千円 
３０億８７７６万３千円（９５．１％） 

３１億３３６万４千円 
２８億８５５２万６千円（９３．０％） 

２６億９９１万９千円 
２４億１９５５万２千円（９２．７％） 

６億８０３７万９千円 
５億８４４５万２千円（８５．９％） 

５７億７８０２万６千円（７７．８％） 

４１億９２４９万２千円 
３４億４１８万２千円（８１．２％） 

国　　庫 
支　出　金 

市　　債 

県支出金 

地　　方 
消　費　税 
交　付　金 

繰　入　金 

地　　方 
交　付　税 

そ　の　他 

民生費 

総務費 

教育費 

土木費 

消防費 

衛生費 

公債費 

その他 

一般会計 担
当 

財
政
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
0
4

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度
下下下下下下下下下下下
半半半半半半半半半半半
期期期期期期期期期期期
ののののののののののの
財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況

２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９

　

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上

と
士
気
高
揚
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
県
消
防
操
法
大
会
に
、

市
の
代
表
と
し
て
新
田
宿
、
四

ツ
谷
を
管
轄
す
る
第
５
分
団
が

出
場
し
ま
す
。
消
防
団
員
の
活

躍
に
、
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
と　

き　

７
月　

日
（
水
）

２５

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

（
予
備
日
は　

日
（
木
）
）

２６

○
と
こ
ろ　

神
奈
川
県
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
（
厚
木
市
下
津

古
久
２
８
０
番
地
）

出場する第５分団

県県県県県県県県県県県
消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防
操操操操操操操操操操操
法法法法法法法法法法法
大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに
市市市市市市市市市市市
消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団
ががががががががががが
出出出出出出出出出出出
場場場場場場場場場場場

担
当 

消
防
総
務
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
4
1
2

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

　

昭
和
以
降
の
市
の
教
育
に
つ

い
て
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
平
成　

年
３
月
発
行
の
第

２６

一
巻
近
代
資
料
編
と
合
わ
せ
、

市
の
教
育
史
資
料
と
し
て
欠
か

せ
な
い
資
料
で
す
。

○
販
売
・
閲
覧
場
所　

市
役
所

１
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
価　

格　

税
込
２
５
８
０
円

（
Ａ
５
版
千
ペ
ー
ジ
）

座座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市市
教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育
史史史史史史史史史史史
第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二
巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻

近近近近近近近近近近近
現現現現現現現現現現現
代代代代代代代代代代代
資資資資資資資資資資資
料料料料料料料料料料料
編編編編編編編編編編編

担
当 

教
育
研
究
所　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
6
0

 

5
0
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1


